






研究目的 

新生児学の進歩に伴い極小未熟児や超未熟児、あるいは病的新生児の救命率が飛躍的に向

上している。しかし、極小未熟児、超未熟児や消化管奇形などを伴った病的新生児の中に

は、経口的栄養摂取が十分に出来ず経静脈栄養に頼らざるを得ない例も少くない。 

極小未熟児、超未熟児に対する経静脈栄養は、必要全熱量を投与するいわゆる完全経静脈

栄養ではなく、経口摂取不足分を多少共補う程度の云わゆる supplementary nutrnion の形

をとることが多い。 

しかしながら、経静脈栄養輸液剤の組成併用薬剤、投与方法、基礎疾患の種類などともか

らんで合併症や副作用の頻度も多いと報告され、極小未熟児・超未熟児用のより安全な製

剤の開発、適応の設定、投与方法の改善が望まれている。 

そこで本研究においては、極小未熟児・超未熟児に対する安全かつ有効な経静脈栄養法確

立のための基礎データーに資する目的で、経静脈栄養輸液を施行した極小未熟児例の肝障

害について検討した。 


